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私はこの夏、「魚港の肉子ちゃん」という本を読みました。この本の登場人物

である、明るくて楽観的なお母さんの肉子ちゃんは、娘のキクりんに「普通が一

番いいのやで。」と言います。私は時々「普通ってなんだろう。」と思うことがあ

ります。キクりんと肉子ちゃんは本当の親子ではありません。肉子ちゃんの波乱

万丈な人生も、漁港にある船の中で暮らす生活も、普通なのかといえばちょっと

違うと思います。だけど、何が普通かということは人によって違うし、人と比べ

るものではないと思います。 

私は、生まれつき心臓に病気があって、月に一度病院に定期検診に行きます。

三年生の時には風邪をこじらせてしまって、心臓にも悪影響が出て二か月以上

入院しました。また、今年の夏休みには、ペースメーカーを入れ替えるための手

術をしました。生まれてから今まで何度も手術をして、体には四か所の手術の跡

があります。 

「どうして私がこんな思いをしなくちゃいけないんだろう。みんなみたいに健

康な体と替えて欲しい。」 

と思うこともあります。自分でも理由は、はっきり分からないけれど、体は元気

でも、いつの頃からか学校に行くのがしんどくなってしまいました。最近は休む

ことは減りましたが、遅れて行くことが多い毎日です。何とか頑張らなくちゃと

思っても、朝になると思うように体が動きません。みんなから見ると、こんな私

は、普通ではないのかもしれません。自分でもそう思うことがあります。みんな

からどう思われているのかと不安にもなります。でも、私の周りには私のことを

変な目で見たりせず、優しく明るく接してくれる友達がいます。委員会の時に優

しく声を掛けてくれる上級生がいます。参加していない授業の内容を、私のペー

スに合わせて教えてくれる先生がいます。偏見を持たず、私と接してくれて、私

のことを理解してくれる人達に囲まれていることに感謝しています。お母さん

が言うには、今の私は、子どもの心と大人の心が混じり合う時期だから難しいの

だそうです。そのややこしい時期は人によって短かったり、長かったりするので、

人と比べられるものではないとも言っていました。私は今、周りの人達に恵まれ

ているけれど、もし否定されたり、偏見の目で見られたりしたら、自分のことを

好きでいられなくなると思います。 

 そんな私自身だって、いつの間にか、「男の子だから」とか「女の子だから」

とか、「子どもだから」とか「大人だから」とかで人を決めつけて考えてしまう

ことがあります。そんな自分に気付くと恥ずかしく思います。自分の普通を押し

付けて、自分の普通と違う人を分かろうとしないことから、偏見や差別が生まれ

ると思います。違いにばかり目を向けて、正しいことを正しく知ろうと自分から

行動しないこと、知ろうとしないまま、むやみに避けたり、決めつけたりしてし

まうこと。そんな自分にはなりたくないし、周りの人達にも自分と同じ気持ちで

いてほしいなと思います。 

 五年生になってから、ハンセン病問題学習を始めました。兄二人から話を聞い

たり、家でハンセン病問題に関係する番組を見たりして、関心が高まりました。

ハンセン病に感染して、ひどい差別を受けて、自分の故郷に帰ることができなく

なった方が西条市にもいたこと。そうしなくてはならなかった状況を作ってし

まった時代があった事実を知って、とても腹が立ちました。絶対にそんな出来事

がこれからの西条では起こってはならないと思います。そのために自分には何

ができるのかをしっかり考えたいです。まずは、正しいことを正しく知ること。

しっかりと学ぶこと。自分の中にある偏見や差別心を許すことなく、正しく行動

していきたいと思います。 

 

 

 

令和３年度人権意識を高めるための作品集より（５年時の作品です） 

☆  令和４年度差別をなくする市民の集いで、 

ご本人に発表していただきました☆ 
（松山地方法務局ホームページより） 

 今回の「人権のチラシ」は、玉津小学校の６年・渡邊 瑛万さんが、５年

生のときに書いてくれた作品（全文）を掲載します。 

 

 読んだ本の中にあった「普通が一番いいのやで。」という言葉に疑問を持

ち、自分の体の状況から考える普通と、他の人が考える普通とは違うことに

気付きました。そして、自分の周りの方の温かい接し方から、人それぞれの

普通があり、自分の普通を押し付けることはおかしいと考えました。 

さらには、自分の普通（決めつけ）を見直し、学習することを通して、「正

しいことを正しく知ること。しっかりと学ぶこと。」の大切さを確認しまし

た。 

何気ない「普通」という言葉ですが、この言葉によって差別をしてしまう

ことは絶対に避けなければなりません。当たり前のように使ってしまってい

る「普通」について、我々大人はもっと考えていかなければなりません。 
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